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Reliability and validity of a scale for parental conflict and co-parenting following separation 
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The aim of this study was to develop a scale for measuring parental conflict and co-parenting following 
separation or divorce and to examine its reliability and validity. Study 1 showed that the Parental 
Conflict and Co-parenting (Parents Conduct) Subscale consisted of six factors: "denial of visitation," 
"parental denigration (by residential parent)," "parental denigration (by separated parent)," "caught 
between parents," "inter-parental conflict," and "parents'trust and support." The Parental Conflict 
(Children's Perception) Subscale consisted of four factors: "hesitating for visitation," "negative feelings 
against bad mouthing of residential parent," "negative feelings against bad mouthing of separated 
parent" and "topic avoidance of separated parent." Furthermore, the results showed that these scales 
had certain validity and reliability. In study 2, using another sample, the goodness of :lit of these scales 
were confirmed. Finally, the relationships between this scale and visitation and violence were examined. 































発された尺度として， PPCS(Post-Divorce Parental 
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指摘されており (Davis& Cummings, 1994 ; Grych 
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BSQ (Baker Strategy Questionnaire ; Baker & Ben-
Ami, 2011)は，一方親が他方親を遠ざける片親阻害行



























(Pruett & Donsky, 2012 ; Schaffer, 1990 無藤・佐藤
訳 2001)。別居・離婚後の協力行動を測定する尺度と
























Cummings, 1994 ; Grych & Fincham, 1990 ;川島他，
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快感や不満を示した」， PDS(Rowen & Emery, 2014) 
の「他方親と交流した後，私にしつこく質問してきた」，





























































を評価するParentalBonding Instrument(PBI) (Parker 













（大島， 2013;川島他， 2007) ことから，男女で同じ尺度
を用いることができるのかを検討する。第 3に，別居親





























歳 (SD=2.64)である。別居後は， 84名 (88.4%）が母親
と同居していた。































































Parental Bonding Instrument (PEI) (Parker & 
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項目 Fl F2 F3 F4 M SD 歪度尖度悶喜贔；
Fl：別居親との交流ためらい
別居親のところに行くと，同居親に申し訳ないと思った .91.10.01 -.15 2.28 I 44 0 58 -1.17 E 
別居親と面会すると，同居親が悲しむだろうと思った .83 -.14.11.03 2.27 1.43 0.68 -0.95 E 
別居親から貿つてもらったものを見せると，同居親が悲しむだろう .75 -.06 08.02 2.11 1.33 0 81 -0.64 E と思った
別居親のところに行くと，悪いことをしている気持ちになった .67.22.00.02 2 16 1.37 0.71 -0.94 E 
別居親のところに行くのは，良くないことだと思った .62.01 -22.24 2.50 1.48 0.37 -I 33 E 
F2：別居親による同居親の悪口に対するネガティブ感情
別居親が，同居親のことを悪く言うのを聞きたくないと思った -.10.91.06 -.03 2.99 1.58 -0 06 -1 51 D 
別居親が同居親のことを悪く言うと，嫌な気持ちになった -.04.90.05 -.08 2.87 1.55 0.02 -1.46 D 
別居親が同居親のことを悪く言うと，別居親に反発したくなった .12.77 -13 -.03 2.48 1.44 0.35 -I 23 D 
別居親が愚痴をこぼすので，同居親のことを話題にするのはなるべ .07.48.02 25 2.18 1 39 0. 75 -0.82 C ＜避けようと思った
別居親の前で同居親のことを口にしてはいけないような雰囲気を .10.46.07.19 2.28 l.39 0.59 -l.02 C 感じた
F3同居親による別居親の悪口に対するネガティプ感情
同居親が別居親のことを悪く言うと，嫌な気持ちになった -02.08.92 -02 2.61 1.52 029 -1.40 B 
同居親が別居親のことを悪く言うのを聞きたくないと思った -03.02.80.02 2.86 1.49 0.07 -1.39 B 
同居親が別居親のことを悪く言うと，同居親に反発したくなった 08 -.09.69.07 2.06 I 26 0.88 -0.35 B 
F4：同居親の前で別居親の話題回避
同居親の前では別居親のことには触れない方がよいと感じた .01 -06.02.89 3 03 1.59 -0.11 -1.55 A 
同居親が愚痴をこぼすので，別居親のことを話題にするのはなるべ -.03.04.IO.70 2 75 1.56 0.11 -1.56 A ＜避けようと思った
同居親の前で，別居親のことを口にしてはいけないような雰囲気を 23 -.14.04.70 2.78 1.56 0 14 -1 53 A 感じた
同居親の前では，別居親よりも同居親の肩を持つ（味方をする）ほ






































Table 4 子どもが認知した別居・離婚後の父母葛藤・父母協力尺度の基礎統計， a係数及び因子間相関（研究］）
.M SD 歪度尖度 a 1言悶~I・） 2 3 4 5 6 | 7 9 10 
1同居親による別居親との 1.80 (0.82) I 22 I 01 .87 
2別交居流親懇念による同居親中傷 1.84 (1.01) 1 06 0 09 .87 
3同居親による別居親中傷 2.66 (I 13) 0.25 -0 88.84 
親の
行動 4子どもを父母の調整役と 1.67 (0 95) 1.41 I 18.71 
する
5別居後の父母のけんか 2.46 (1.32) 0.58 -0 80.87 
6父母の信頼・支援 2.35 {I.I I) 0.54 -0.86.87 
.85.37 ***.49.... 26.... 24... -.28...,.63....33.... 37....56... 




7別居親との交流ためらい 2.26 (1.18) 0.47 -1.03.89 .87 
子ど
もの
8別居親による同居親の悪口に 2.56 (1.19) 0.24 -0.99.87 .72 
葛藤
対するネガテイプ感情
受け 91司居親による別居親の悪口に 2.51 (1.26) 0.35 -1.02.86 . 75
止め 対するネガティプ感情
JO同居親の前で別居親の話 2.92 (1.29) -0.05 -1.28.85 .74 
題回避
*p<.05, **p<.01, ***p<.001 
.28 •••.28 ••• -.19 •• I.26 •••.19 ••.23 •••.39 ••• 
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． ． ?















Table 5 子供が認知した別居・離婚後の父母葛藤・父母協力尺度と巻き込まれ，圧迫拘束感， PBIとの偏相関係数
巻き込ま 圧迫拘束感 PBIケア PBl行動の自由の促進
れ 同居親 別居親 同居親 別居親 同居親 別居親
1 同居親による別居親との交流懸念 .06 .35 ** .06 -．22 *＊ . 1 8 * ＊ -.1 l .18 ** 
2 別居親による同居親中傷 .20 ** 13 * .31 ** -.10 .03 .05 -.10 
3 同居親による別居親中傷 .42 ** 04 -.06 .08 -. 15 * -.08 -.02 
親の
行動 4 子どもを父母の調整役とする .13 * .02 09 .10 -.02 -.04 .01 
5 別居後の父母のけんか .44 ** 14 * .13 * -.07 -.02 -.08 -.06 
6 父母の信頼・支援 -.02 -.06 -.09 22 ** .43 ** .1S * .45 *＊ 
7_別居親との,.,...交....流.....た...めらい
-.04 13 * .04 
子ど 8 別居親によるI司居親の悪口に対す .07 -.12 .39 ** .22 *＊ .07 . 19** .07 
もの るネガティプ感情
悶 ， 同居親による別居親の悪口に対す .16 ** .18 ** ～會19** -18 ** .31 ** -.17 ** .26 ** 
止め るネガティプ感情
10同居親の前で別居親の話題回避 .17 ** .20 ** .06 -．1 6 * ＊ -.20 ** -.13 * -.14 * 





















































②小学校高学年（小 4～小 6），③中学生（中 l～中 3)'
④15歳～18歳（高 l～高3相当の年齢）ごとに， 8件法
(0. 同居していた（欠損値とみなした）， 1. 全く会っ
ていなかった， 2. この期間で 1回程度会っていた， 3.
年に 1回程度会っていた， 4. 数ヶ月に 1回程度会って
いた， 5. 月 1回程度会っていた， 6. 月2回程度会っ














した 2次元モデル（モデル 2)を設定した (Figure1)。
子どもの葛藤受け止めは， 2次因子を想定しない 1次
元モデル（モデル 1),2次元モデル（モデル 2) を設
定した (Figure2)。男女込みで確認的因子分析を実
施し，モデル 1とモデル 2のが， RMR,GFI, AGFI, 





の交流懸念」（男性： M=l.90,SD=0.79, 女性： M==l.76,
SD=0.80, t (786) =2.08, p<.05, Y=.07), 「別居親による
同居親中傷」（男性： M=1.86,SD=0.94, 女性： M:::1.66,
SD=0.96, t (786) =2.32,p<.05, r::.08)で男性の得点が高く，
「同居親の前で別居親の話題回避」（男性： M:::2.49,








モデル x2値 df p値 RMR GFI AGFI CFI RMSEA AIC BCC 
男女込み
1次元 2099.79 512 .00 .09 .85 .82 .88 .06 2265. 79 2273.51 
2 2次元 2322.99 521 .00 .13 .83 .81 .86 .07 2470.99 2477.88 
男女別（配置不変性）
1次元 2829.89 1024 .00 .10 .82 .79 .86 .05 3161.89 3209.02 
2 2次元 3054.14 1042 .00 .13 .80 .77 .85 .05 3350.04 3392.06 
Table 7 子どもの葛藤受け止め尺度のモデル比較
モデル x2値 df p値 RMR GFI AGFI CFI RMSEA AIC BCC 
男女込み
1次元 836.53 113 .00 . 1 3 .88 會83 .91 .09 916.53 918.40 
2 2次元 956.20 115 .00 .15 .86 .81 .89 .07 1032.20 1033.98 
男女別（配置不変性）
1次元 982.56 226 .00 . 1 3 .86 .81 .90 會07 1142.56 1153.36 











SD=0.96, 高頻度群： M::2.92,SD=0.99, t (535) ==6.79, 
p<.001, r=.28), 「子どもを父母の調整役とする」（低頻
度群： M::1.64,SD=0.82,高頻度群： M==Z.01,SD=l.02, t 
(479.50)=4.64,p<.001, r=.21)は高頻度群で有意に高く，「同
居親による別居親との交流懸念」（低頻度群： M=l.88,
SD=0.85, 高頻度群： M：1.71, SD=0.77, t (535) =2.45, 
p<.05, r::.1), 「別居親との交流ためらい」（低頻度群：
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